
この広報紙は、赤い羽根共同募金の助成金により発行されています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 35号 

平成 31年 2月 1日発行 

社会福祉法人 姶良市社会福祉協議会 

平成 30 年度 第 27 回シルバー文化作品展が開催され、県内か

ら275作品の応募があり、姶良市から4名の方が受賞されました。 

（シルバー文化作品展は長寿社会運動の一環として、心身ともに

すこやかなゆとりのある生きがいづくりを推進するために県及び

県社協主催のもと年 1 回開催されます） 

シルバー文化作品展～国民文化祭応援事業～ 

 

銀
賞
（
日
本
画
） 

  
 
 
  

い
す
い
せ
い  

む
ろ
や
か
つ
お 

「
意
推
誠
」
室
屋
勝
男
（
74
） 

この広報紙は、    の助成金により発行されています。 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
メ
モ
リ
ア
ル
賞
（
洋
画
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も
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な
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ひ
ろ
は
ま
え
つ
こ 

「
森
の
中
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
廣
濱
悦
子
（
74
） 

銅
賞
（
彫
刻
） 

み
ょ
う
じ
ょ
う
か
ん
の
ん
ぼ
さ
つ
り
ゅ
う
ぞ
う 

 

ひ
ら
や
ま
つ
か
さ 

「
明
星
観
音
菩
薩
立
像
」 

 

平
山 

司
（
65
） 

審
査
委
員
長
賞
（
彫
刻
） 

 
 

 

む
か
し 

 
 

き
ね
づ
か 

じ
き
ゅ
う
じ
し
ょ
く 

 

か
わ
ひ
ら
あ
き
ひ
ろ 

「
昔
と
っ
た
杵
柄
（
自
求
自
食
）
」 

川
平
明
博
（
84
） 

※
廣
濱
悦
子
氏
の
作
品
は
、
平
成
31
年
３
月
１
日(

金)

ま
で 

松
原
地
区
公
民
館
に
展
示
し
て
お
り
ま
す
。 
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社
会
福
祉
法
人 

姶
良
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長 

深
浦 

卓
二 

【
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】 

平
成
30

年
度
県
地
域
福
祉
推
進
大
会
が
10

月

30
日
、
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た

次
の
方
々
に
対
し
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
山
田

裕
章
会
長
か
ら
表
彰
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。 

授
与
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
永
年
の
ご
功
績
と
ご

苦
労
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

勝
手
な
が
ら
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

〇
社
会
福
祉
事
業
施
設
の
長
及
び
職
員 

佐
伯 

千
明 

 

髙
山 

哲
二 

 

外
山 

順
子 

 

万
福 

勝
則 

 

竹
内 

孝
禮 

 

桒
畑 

チ
カ
エ 

 

溝
口 

勝
久 

 

東
村 

英
子 

窪
田 

昇 
 

 

大
淵 

泰
代 

大
中
原 

繁
行 

吉
永 

良
人 

木
場 

良
子 

 

齋
藤 

チ
ヨ
子 

遠
矢 

カ
ツ
エ 

〇
民
生
委
員
児
童
委
員 

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
団
体
） 

森
岡 

美
和 

民
謡
千
代
の
会 

姶
良
お
も
ち
ゃ
病
院 

日
赤
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
奉
仕
団
姶
良
班 

 

は
つ
ら
つ
運
動
ク
ラ
ブ 

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
個
人
） 

堂
免 

春
幸 

 

井
上 

文
子 

渕
脇 

明
美 

 

山
元 

洋
子 

黒
木 

タ
ミ
子 

末
永 

キ
ミ
子 

浅
谷 

道
子 

 

宮
瀬 

美
智
子 

日常生活の心配ごとや悩みごとは一人で悩まずにご相談ください。 

相談内容等の秘密は厳守いたします。相談は無料です。 

姶良地区℡65-7757 

（社協本所） 

加治木地区℡62-2041 

（加治木福祉センター） 

蒲生地区℡52-1400 

（蒲生高齢者福祉センター） 

 
2 月 

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28   

 

 
３月 

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 

/31 25 26 27 28 29 30 

 

 
４月 

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30     

 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

天
皇
陛
下
の
退
位
、
新
天
皇
即
位
に
伴
う
新

元
号
の
公
表
時
期
を
迎
え
市
民
の
皆
様
を
は
じ

め
、
関
係
機
関
団
体
、
各
企
業
等
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
新
た
な
る
期
待
と
希
望
に
満
ち
た
新

年
を
迎
え
ら
れ
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

平
成
災
害
年
と
ま
で
言
え
る
、
地
球
規
模
の

様
々
な
災
害
が
勃
発
、
我
が
国
も
日
本
列
島
沈

没
か
と
思
わ
せ
る
災
害
が
各
地
で
発
生
し
、
多

く
の
尊
い
命
と
財
産
が
失
わ
れ
改
め
て
天
災
の

脅
威
と
災
害
対
策
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
と
こ

ろ
で
す
。 

 

本
市
独
自
の
危
機
管
理
体
制
の
も
と
市
民
一

人
一
人
へ
の
意
識
啓
発
、
警
戒
警
報
の
情
報
が

提
供
さ
れ
、
自
主
防
災
訓
練
の
日
常
化
、
市
社

協
は
、
市
当
局
と
連
携
強
化
を
図
り
各
地
域
安

全
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り(

地
域
福
祉
力)

を
鋭
意
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
各
種
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
核
と
し
て
、
分
野
別
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
登
録
、
研
修
講
座
・
講
習
会
、
救
助

支
援
へ
の
現
地
派
遣
等
具
体
的
な
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
が
各
地
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。 

 

一
方
で
は
、
少
子
高
齢
者
、
孤
独
孤
立
を
余

儀
な
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
態
や
認
知

症
・
障
害
者
の
介
護
・
自
立
な
ど
極
め
て
厳
し

い
現
状
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
自
分
を
熟
知
す
る
こ
と
か
ら
、

仲
間
づ
く
り
が
始
ま
り
、
地
域
故
郷
に
学
び
、 

自
分
ら
し
く
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
、
百
歳
時

代
を
生
き
る
方
策
を
「
自
助
・
共
助
」
の
地
域

力
に
公
助
の
支
援
を
求
め
、
安
心
・
安
全
・
安

定
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
構
築
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

本
市
は
、
県
内
一
、
人
口
増
加
傾
向
に
あ
る

と
は
言
え
、
働
き
手
不
足
が
深
刻
な
事
態
、
自

治
会
加
入
世
帯
率
が
低
調
で
す
。 

 

昨
年
来
、
十
七
の
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
誕

生
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

き
、
校
区
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
具
体
的
な
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

市
社
協
で
は
、
地
域
の
絆
や
触
れ
合
い
を
深

め
る
た
め
「
サ
ロ
ン
活
動
」
を
奨
励
し
サ
ロ
ン

独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
、
各
施
設
や
医
療
機

関
へ
の
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
交
流
交
歓
会
な

ど
楽
し
く
実
践
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
平
成

三
十
年
度
に
は
会
員
減
少
の
中
、
新
規
サ
ロ
ン

が
五
サ
ロ
ン
誕
生
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
現
在
注
目
す
べ
き
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
健

康
寿
命
」
・「
ロ
コ
モ
対
策
」
つ
ま
り
、
自
分
が

元
気
で
自
立
し
て
過
ご
せ
る
期
間
の
延
長
を
身

体
づ
く
り(

ロ
コ
モ
対
策)

に
求
め
る
の
で
す
。

家
族
や
友
人
・
仲
間
と
楽
し
く
意
識
し
て
実
行

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
年
間
を
通
し
て
、

各
種
行
事
・
主
催
事
業
の
開
催
、
日
本
の
心
を

引
き
継
ぐ
募
金
活
動
、
献
血
運
動
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
地
域
福
祉
に
貢
献
頂
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
第
八
回
あ
い
ら
福

祉
ま
つ
り(

三
月
二
日
土
曜
日)

の
開
催
に
ご
期

待
下
さ
い
。 

 

新
元
号
年
が
皆
様
に
と
っ
て
元
気
で
楽
し
く

一
瞬
一
瞬
を
大
事
に
出
来
る
こ
と
を
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 
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～児童・生徒のふれあいボランティア活動事業～ 

この事業はボランティア活動や地域活動に参加した小・中・高校生に

ボランティアポイントとしてスタンプを押印し、子ども達にボランテ

ィア活動や地域活動に取り組むきっかけづくりや心豊かな地域社会

づくりにつなげることを目的としている事業です。 

 

姶良小学校５年  

乾
いぬい

 菜穂
な お

さん 

姶良小学校３年  

乾
いぬい

 由
ゆ

梨
り

さん 

姶良小学校５年 

野口
の ぐ ち

 裕士
ゆ う し

さん 

建昌小学校６年  

田丸
た ま る

 愛
あ

純
すみ

さん 

建昌小学校６年  

竹下
たけした

 実
み

李
り

さん 

蒲生高校３年 福
ふく

﨑
ざき

 一
かず

馬
ま

さん 

高校卒業後、県外に

進学します。 

そこでもスペシャ

ルオリンピックス

のボランティアを

続けていきたいと

思います！ 

スタンプは貸し出し

も行っております。 

子ども会やその他の

ボランティア行事を

行う際は、社協まで

ご相談ください。 

➀ ポイントカードをもらう 

② ボランティア・地域活動をする 
③ カードに記入する。 

(スタンプを押してもらう) 

④ １０ポイントごとに認定証を発行 

※学校管理下の活動を除く、地域社会や個人・団体の福祉 

の増進につながるボランティア活動が対象になります。 

平成 30年 12月 26日、姶良市姶良公民館にて、災害ボランティ

ア養成講座を開催し、災害時におけるボランティアの役割や日頃から

備える事の大事さを学びました。当日は災害時の応援協定を結んでい

る姶良・伊佐地区の社協職員が集まり、災害時応援活動訓練として災

害ボランティアセンターの設置運用訓練も行いました。 

自衛隊 OBの方々もたくさん来られ、実際の災害時支援の流れなど

を確認し、防災の意識も高めることができました。 

ボランティア受付 活動上の注意説明 

支援ニーズ受付 マッチングして活動へ！ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

被
災
者
・
避
難
者 

▲県内の災害ボラン

ティアについて 

▲フードバンクかご

しまの取り組み 

県社会福祉協議会 
ボランティアセンター 

所長 辻健一氏 

フードバンクかごしま 

代表理事 原田一世氏 
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脳トレ他…社協サロン担当職員 

平成 30 年 10 月 12 日(金)～12 月 13 日(木)までの期間、全 16 回(4

グループ×4講座)の講座に、延べ 580名のサロンサポーターが受講されま

した！今回の講座もサロンや地域で楽しみながら介護予防につながる内容

となりました。また、一般募集の参加者が増えて、地域で介護予防に取り組

む方や興味のある方が増えていることを実感した養成講座となりました。 

 

「健康で長生きするには」 
保健師 川添多美子氏 

 

「転倒予防体操～ころばん体操～」 
健康運動指導士 小園美和子氏 

「サロンで楽しむレクリエーション」 
社会福祉協議会 サロン担当職員 

「うたって元気♪心も体も元気♫」 
音楽講師 柚木崎 美紀世氏 

▲ふれんど薬局 

あなたの健康見守り隊 

▲あや音会 

▲特別養護老人ホーム 大楠苑 

平成 30 年 11 月 16 日（金） 市蒲生高齢者

福祉センターにて、当社協ボランティアセンター

に登録されている個人や団体を対象に交流会を

開催し、30名の方が参加しました。 

ボランティア団体による活動発表と受け入れ

施設側の講話を聞いた後、グループで意見交換な

どを行い、交流を深めました。 

～参加者の声～ 

・ボランティア団体の活動発表参考になりました。 

・今回、受け入れ側（施設）の講話があったこと

が大変良かった。 

・各々の地区の特色が分かりました。他の人の活

動を聞くのはいいですね。 

・グループの会員にも報告したいと思います。 

●ボランティア受け入れについて 

●団体による活動発表 

〇活動内容〇 

薬の適正な服薬、管理に関

する講話など 

●発表内容● 

・ボランティアを始めたきっ 

かけ、心掛けていること 

・情報を取り入れて、発信し 

ている 

〇活動内容〇  

レクリエーション 

歌、踊りなど 

●発表内容● 

・お薬手帳の利用の仕方や残薬

について 

・気軽に薬局に来てください 

●発表内容● 

・施設の現状について 

・受け入れ側の対応について 

・入所者に喜ばれている 

・とても助かっている 

・今後も協力をお願いしたい 

※一部抜粋 
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姶良市ボランティアセンターでは、ボランティア活動を

してくださる団体・個人を常時募集しています。 

現在、いきいきサロンや福祉施設等での演芸・演奏等

のご依頼を多くいただいております。活動はボランティ

アの方のご都合に合わせて行うことができますので、ま

ずはお気軽にお問合せください。 

 

※活動場所への行き帰りや活動中の 

事故・ケガに対応できるボランティア 

活動保険も加入できます。 

講習会を受講して、地域のお子さんとふれあいながら 

子育て中の家庭を応援しませんか？ 

 ●日時    平成 31年２月８日（金）9時～17時 

●場所    姶良公民館 

●対象    姶良市在住 20歳以上 

●受講料   無料 

●申込締切  平成 3１年 2月５日（火） 

●申込先   姶良市ファミリー・サポート・センター 
※本講座の中で、提供会員としてご登録いただいている方の救急

救命講習会を 13 時 30 分から行います。援助活動を安全・安心

に行う為に、講習会の再受講をおすすめしております。参加ご希

望の方はセンターへお電話下さい。 

 毎月第 3 木曜日に蒲生高齢者福祉センターで

開催している「かもう子育てサロン」。12月はサ

ンタさんがやってきて、子どもたちは大興奮！！

ほんわか楽しい時間を過ごしました。 
※次回は 2/21、3/14 に開催します。(10 時～12 時) 

平成 30年 10月 22日（月）ＮＰＯ法人わらべうたベビーマ

ッサージ研究会の永吉直美氏を講師にお迎えし、12名の会員さ

んが、親子のふれあい遊びや、ベビーマッサージを楽しく学びま

した。講習会後は、小さな茶話会を設け、初めて会う会員さん同

士、楽しい時間を過ごしました。   

申込・問合先：ファミリー・サポートセンター 

☎0995-73-3456 

～「聴き上手」で穏やかな雰囲気づくりを～ 
 

●日時    平成 31年 2月 26日（火） 

               10時～12時 

●場所    姶良公民館２階 会議室１・２ 

●対象    姶良市在住の方 

●定員    50名（先着順） 

●受講料   無料※資格取得なし 

●申込締切  平成 31年 2月 1５日（金） 

●申込先   市社会福祉協議会加治木支所 

TEL 62－2041 

FAX  62－２３５８ 

氏名・年齢・性別・電話番号をお

知らせ下さい。 
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地域の掲示板 
製作者 奥原

おくはら

 強之
つ よ し

さん 

作品名『 桑名の千羽鶴 』 作品紹介 

姶良市自立支援センター について 

知っていますか？ 
仕事を始めたけど 

貯金がほとんどない 

働きたいけど 

なかなか仕事が 

決まらない 

家族が引きこもっていて 

どうしたらいいのか 

わからない 

コミュニケーションを 

取ることが苦手… 

市自立支援センターは、 

日常生活における問題について 

相談から自立に向けたプランを一緒に考えます。 

相談の内容によっては、専門の相談機関へ繋ぎます。 
 

相談は無料です。 

日常生活における問題を抱えている方は 

どなたでもご相談ください。 

（相談受付：平日 9 時～17 時） 

※窓口に来られない場合は、訪問による相談も行います。 

【お問い合わせ】                       

市自立支援センター 

（市役所前、社会福祉協議会内） 

TEL：0995-65-7048 

FAX：0995-64-5440 

MAIL：jirisu@aira-shakyo.jp  

 

 

≪桑名の千羽鶴とは？≫ 
 

約 200 年前に、現在の三重県桑名市の

長円寺の住職だった魯
ろ

縞
こう

庵
あん

義
ぎ

道
どう

という

方が考案したもので、「千羽鶴折形」とい

う本に 1 枚の紙から２羽から 97 羽まで

の連続した鶴を折る方法が 49 種類紹介

されています。本来は、500 種類ありま

したが、戦争や空襲、伊勢湾台風などで消

失してしまったそうです。 

奥原強之さんは、元々ハンドボールの国体選手・自衛隊と体育会系の方。

それらを引退し、市民講座で折り紙を学び始めました。折り紙の楽しさに

どんどん引き込まれ、折り紙についてインターネット検索していたところ

『桑名の千羽鶴』を知り、魅了されました。実際に技術を身につけるため、

三重県桑名市に月１回、５ヶ月間通い続け、現在は折り鶴歴４年にして、

桑名の千羽鶴「折塾」の認定講師となっています。折り鶴を製作する過程

で、それぞれの折り方について「発案者がどう思って作っていたのか考え

ながら作っています」と話してくださいました。 

桑名の千羽鶴を普及させたい！と熱い想いを持っておられる奥原さん。

現在は、重富民俗資料館にて毎月第１日曜日に講座を実施しており、絶賛

受講者募集中とのことです。「講座を受けてみたい」「作品を見てみたい」

など、興味のある方は重富民俗資料館館長までお問い合わせください！ 

【問い合わせ先 館長 090-3320-1790】 

★☆★☆★☆★ 作品募集！！ ★☆★☆★☆★☆ 

応募方法：氏名又はペンネーム、地区（自治会）名を記入。 

社協各窓口へ持参又はハガキ、ＦＡＸ、メールにて 

ご応募ください。皆様の作品お待ちしています♪ 

（市社会福祉協議会） 

日常生活における問題 

SNS でも 

相談 

できます。 

 ID : a-jiritsu 

mailto:jirisu@aira-shakyo.jp
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と
ご
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感
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上
げ
ま
す
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団
体
名 

Ｊ
Ａ
あ
い
ら
女
性
部 

物 

品 

タ
オ
ル
・
石
け
ん 

 

団
体
名 

鹿
児
島
県
電
気
工
事
業 

工
業
組
合
青
年
部
協
議
会 

物 

品 

車
椅
子 

 
  

  

                              
 

      

こ
の
た
び
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
る
よ
う
に
と
の
ご

趣
旨
で
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
と
共
に
こ
の
ご
温
情

に
応
え
、
社
会
福
祉
の
増
進
・
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

香
典
返
し
寄
付 

●
一
般
寄
付 

団
体
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金
額 

加
治
木
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
倶
楽
部 

 
 

 

壱
万
円 

白
金
原
輝
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
千
四
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壱
拾
六
円 

姶
良
市
老
連
蒲
生
支
部
女
性
部 

 
 

 

参
万
円 

姶
良
市
加
治
木
町
高
齢
者
囲
碁
同
好
会 

参
万
円 

次
の
団
体
よ
り
市
社
会
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祉
協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。
社
会
福
祉
の
増
進
・
充
実
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た
め
に
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用
さ
せ
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だ
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ま
す
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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勝
手
な
が
ら
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

非
掲
載
希
望
の
欄
に
は
（
－
）
を
表
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

壱
千
円 
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期
間
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１
日
～
12
月
28
日 

弐
千
円 

羽
月
幹
男 

宮
田
勝
巳 

市
役
所
職
員
一
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社
協
役
職
員
一
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●
姶
良
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重
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光
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仁
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持
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十
日
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純
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重
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シ
ヅ
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之
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壱
万
円 

馬
原
愛
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馬
原
文
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池
島
町 

 

伍
万
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重
久
実
秋 
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久
ア
サ
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上
水
流 

 

参
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円 
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訪
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ナ
ツ
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訪
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亨  
 
 
 

楠
元 

 
 

伍
万
円 

米
迫
愼
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米
迫
八
千
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城
下 
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万
円 

植
松
寧
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柏
原
俊
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金
原 

 

弐
万
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榎
田
ノ
リ
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榎
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万
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林 

タ
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常
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廣
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大
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信
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年
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弐
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春
日
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南 

シ
ヅ
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田
下 
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池
ノ
上
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子  

 

池
ノ
上
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子 
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之
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●
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地
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治
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地
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●
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品
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付 
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勝
良     

鳥
丸
泰
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反
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後 

参
万
円 

浦
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キ
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弐
万
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田
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参
万
円 

西 
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二    
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井
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塚
田
正
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参
万
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立
野
千
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弐
万
円 

長
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砂
子    
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火
之
宇
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参
万
円 

下
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壱
朗     
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薗
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イ
子 

 

漆
宇
都 

 

参
万
円 

福
岡
み
ち
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下
萩
原
ミ
ヨ
子 
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万
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万
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万
円 
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円 

土
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代
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賢
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昭
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協
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員
三
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各種お問合せは… 

姶良市社会福祉協議会（本所）TEL65-7757 / FAX64-5440 まで 

一緒に「まつり」を盛り上げてくださる 

ボランティアさんも募集しています！ 

 デイサービスなどの福祉施設の利用者

さんが創作された作品を展示いたします。 

 利用者さんの日頃の創作活動の成果を

発表してみませんか。 

 申込希望の施設の方は、下記お申込先へ

ご連絡ください。作品の搬入・搬出等の詳

細を打ち合わせさせていただきます。 
 

※展示スペースに限りがございますので、申し込み

をご検討される場合は、お早めにご相談ください。 

◆ボランティア活動発表 

◆福祉作文最優秀賞受賞者発表 

◆健康測定・健康相談 

◆福祉機器体験 

◆ハンドメイド体験 

◆ハートフルばざ～る 

◆オレンジ・テラス 

◆無料マッサージ 

◆アロマ・ネイル 

◆豪華景品抽選会 などなど 
 

今年も盛りだくさん！！ 

福祉施設利用者の創作作品募集 ハートフルばざ～る出店募集 

●出店対象 福祉施設もしくは福祉団体 

●内  容 手芸品や木工品、菓子、加工品など 

●出店時間 11時～15時 

◆申込締切 2月 15日（金） 

※搬入・搬出・管理は各自でお願いします。 

※条件等、詳細はお問い合わせください。 

ばく 

※内容は変更になることがあります。 


